
令 和 ６ 年 ９ 月 ３ 日 

建設公営企業常任委員会説明資料

都市政策部都市戦略室都市政策課

地域公共交通に関する取組について 

１ 趣旨 

平成 30 年 3 月策定の芦屋市総合交通戦略において、公共交通網から離れている地域な

どにおいて既存の公共交通等を補完する施策の検討を位置付けています。 

令和 4 年実施の市民アンケートによると山手地域では移動に不安を感じる方の割合が

市全体に比べて高いこと、また、山手地域の一部には公共交通の空白地（鉄道駅から 500m、

バス停から 300m 以上離れたエリア）があることから、山手地域においてデマンド型交通

等の実証運行に向けた取組みを進めています。 

本取組による実証運行は、課題解決にむけた施策の必要性や既存事業者への影響等、既

存公共交通等を補完する施策として本格導入すべき施策かを検証するために試験的に行

うものです。実証運行にあたっては、利用状況や地域住民、関係者の意見を踏まえ、必要

に応じて運行内容の見直しを行い、実施してまいります。 

２ 地域住民の移動実態と意向の把握【資料１】 

３ 実証運行概要（素案）【資料２】

４ 今後の進め方（予定） 

  10～11 月  運行事業者の選定 

    1 月頃  道路運送法に係る許可申請（運行事業者による） 

    2 月頃  運行区域住民への周知・説明 

    3 月頃  実証運行開始 

適宜、地域住民、関係団体との協議・調整を行い、取組みを進めます。 

※デマンド型交通とは 

本市で検討をしている「デマンド型交通」とは、利用者の予約により、タクシーなどの

車両に利用者が乗り合って、目的地まで移動する路線バスやタクシーの中間的な交通シ

ステムのことです。 

 以 上  
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【資料１】

地域住民の移動実態と意向の把握 

１ アンケート調査 

目  的：デマンド型交通の導入を検討する地域にお住いの方の普段の移動状況や公共

交通に対する意向を把握し、計画検討に活用することを目的とする 

期  間：令和 6年（2024 年）6月 19 日（水）～7月 3日（水） 

対  象：山手地域（山手町・山芦屋町・東山町・東芦屋町・西山町・三条町）に在住す

るすべての世帯（世帯数 5,267）（世帯のうち、小学生以上を調査対象） 

方  法：郵送により配布し、郵送またはＷＥＢにて回収 

調査項目：・現在の外出状況について（平日・休日の外出行動、外出時の困りごと） 

・市内の公共交通について（バス及びタクシーの利用状況、新たな交通手段（デ

マンド型交通）の利用意向、公共交通に対する意識） 

・個人属性 

回答状況：回答世帯数：2,201 世帯（回収率：41.8%）、回答人数：3,845 人  

結果概要：

◎回答状況 

回答者の割合は、多くの地域で 65 歳以上の方が 4 割以上を占め、高齢者の回答割合

が高くなっています。

山手町
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12.6%
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20.1%
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西山町
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10.9%

11.7%

11.0%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3704）

三条町（n=717）

西山町（n=394）

東芦屋町（n=613）

東山町（n=743）

山芦屋町（n=478）

山手町（n=654）

小学生 中学生 高校生～２０歳未満

２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳

５０～５９歳 ６０～６４歳 ６５～６９歳

７０～７４歳 ７５歳以上

65歳以上

41.7%

38.2%

43.9%

43.6%

40.9%

41.4%

42.4%

●回答者の年齢（住まいの地域別） ●回答者の住まいの地域

※基数となるべき実数は「n」（回答者数）、複数回答が可能な設問では総回答数を「N」としている 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある 
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【資料１】

◎現在の外出状況（平日・休日の外出先） 

・平日・休日ともに主な外出先は、「市外」の割合が最も高く、次いで、「JR芦屋駅周辺」

が高くなります。 

・市内を外出先にする割合は、休日に比べ平日が高くなります。 

・外出目的別にみると、通勤、通学及び休日における娯楽・レジャーは「市外」の割合

が最も高く、買い物、通院及びその他（散歩や送迎など）は、「JR 芦屋駅周辺」の割

合が最も高くなっています。 

●平日の主な外出先（外出目的別）

1.9%

0.4%

0.8%

3.7%

3.8%

3.3%

8.7%

9.5%

20.3%

4.3%

7.2%

4.0%

9.8%

35.8%

16.3%

8.3%

70.1%

46.2%

33.6%

32.7%

2.3%

2.3%

1.5%

1.2%

6.7%

4.7%

2.9%

9.9%

5.4%

20.1%

6.2%

15.9%

14.8%

28.7%

41.5%

66.1%

49.1%

14.6%

20.2%

43.0%

22.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3750）

通勤 （n=1542）

通学 （n=399）

買い物 （n=1169）

通院 （n=208）

娯楽・レジャー （n=149）

その他(散歩や送迎など) 

（n=275）

岩園橋周辺 阪急芦屋川駅周辺 ＪＲ芦屋駅周辺

阪神芦屋駅周辺 その他芦屋市内 市外

芦屋市内 市外

1.7%

1.1%

1.1%

2.6%

4.8%

0.3%

2.2%

4.5%

6.8%

14.3%

2.4%

11.9%

3.7%

10.1%

31.5%

19.5%

13.2%

51.2%

33.3%

12.1%

21.6%

1.4%

2.6%

1.1%

0.9%

7.1%

0.9%

3.4%

11.5%

6.3%

6.6%

9.6%

21.4%

9.1%

24.6%

49.3%

63.7%

63.7%

33.4%

21.4%

73.9%

38.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3569）

通勤 （n=190）

通学 （n=91）

買い物 （n=1595）

通院 （n=42）

娯楽・レジャー （n=1149）

その他(散歩や送迎など) 

（n=496）

岩園橋周辺 阪急芦屋川駅周辺 ＪＲ芦屋駅周辺

阪神芦屋駅周辺 その他芦屋市内 市外

芦屋市内 市外

●休日の主な外出先（外出目的別）
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【資料１】

◎現在の外出状況（外出時の困りごと） 

・外出時の困りごとの有無は、「困ることがある（困ることがよくある＋困ることがた

まにある）」が約 45％です。 

・住まいの地域別でみると、「困ることがある（困ることがよくある＋困ることがたま

にある）」の割合は、三条町、山芦屋町、山手町が他の地域と比べて高くなっていま

す。 

・歩行可能距離別でみると、「困ることがある（困ることがよくある＋困ることがたま

にある）」の割合は歩行可能距離が短くなるにつれて高くなっています。 

●外出時の困りごとの有無（住まいの地域別）

●外出時の困りごとの有無（歩行可能距離別）

45.1%

15.4%

13.9%

4.8%

11.6%

11.0%

19.3%

28.1%

29.7%

35.0%

24.9%

28.3%

25.1%

36.5%

30.8%

54.8%

51.2%

70.3%

60.1%

63.9%

44.2%

41.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3590）

三条町

（n=692）

西山町

（n=374）

東芦屋町

（n=584）

東山町

（n=712）

山芦屋町

（n=466）

山手町

（n=627）

困ることがよくある 困ることがたまにある 困ることはない

困りごとがある

15.4%

9.9%

25.9%

27.2%

31.0%

54.0%

29.7%

29.1%

30.3%

36.2%

36.2%

21.8%

54.8%

61.1%

43.8%

36.6%

32.8%

24.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3590）

1km（約16 分）程度でも

問題なく歩ける（n=2540）

800m（約13 分）程度

なら歩ける（n=509）

500m（約8 分）程度

なら歩ける（n=254）

300m（約5分）程度

なら歩ける（n=116）

歩行困難（n=87）

困ることがよくある 困ることがたまにある 困ることはない

増加傾向

困りごとがある
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【資料１】

◎市内の公共交通（バス・タクシーの利用状況） 

・路線バス利用状況は「利用する（よく利用する＋時々利用する）」の割合が約 37％で、

高齢になるにつれて高くなっています。 

・タクシーの利用状況は、「1ヵ月に 1日以上」が約 34％で、高齢になるにつれて高く

なっています。次いで「悪天候や緊急時のみ」の利用が約 25％と高くなっています。 

7.8%

1.0%

5.0%

4.9%

9.0%

10.7%

15.5%

7.8%

3.7%

6.4%

6.4%

9.0%

7.6%

12.3%

18.1%

9.5%

15.3%

18.9%

18.6%

20.9%

23.8%

24.7%

22.4%

27.8%

30.8%

23.5%

23.5%

17.7%

41.6%

63.3%

45.5%

39.0%

39.9%

37.3%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3574）

小学生～２０歳未満

（n=294）

２０～５９歳

（n=1422）

６０～６４歳

（n=344）

６５～６９歳

（n=311）

７０～７４歳

（n=383）

７５歳以上

（n=757）

週に2～3日以上 週に1日 1ヵ月に1～2日

悪天候や緊急時のみ ほとんど利用しない

14.9%

8.6%

10.3%

12.3%

11.4%

15.5%

28.9%

21.6%

21.0%

20.8%

18.8%

20.6%

24.6%

22.8%

39.1%

51.0%

43.8%

44.4%

36.8%

33.8%

27.1%

24.4%

19.4%

25.1%

24.5%

31.1%

26.1%

21.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3663）

小学生～２０歳未満

（n=314）

２０～５９歳

（n=1460）

６０～６４歳

（n=351）

６５～６９歳

（n=315）

７０～７４歳

（n=394）

７５歳以上

（n=764）

よく利用する 時々利用する

ほとんど利用しない 利用したことがない

利用しない（ほとんど利用しない＋

利用したことがない）

利用する（よく利用する＋

時々利用する）

●路線バス利用の有無（年齢別）

●タクシーの利用状況（年齢別）

1ヵ月に1日以上

増加傾向

33.7%

36.5%

増加傾向
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【資料１】

◎市内の公共交通（デマンド型交通の利用意向） 

・デマンド型交通が運行された場合に、「利用する」割合が約 30％で、三条町、山芦屋

町及び山手町が他の地域と比べて、高くなっています。 

・外出時の困りごと有無別でみると、「利用する」の割合は、困りごとがよくある方の

6割以上を占めています。 

・予約方法は、「インターネット予約」の割合が高齢になるほど低くなり、「電話予約」

の割合が高くなる傾向にあります。 

・運賃は、「200 円程度/回」が約 33%と最も高く、次いで「300 円程度/回」が約 28％で

す。デマンド型交通を利用すると回答した方が利用しないと回答した方と比べて、

「100 円程度/回」及び「200 円程度/円」の割合が高くなっています。 

37.7%

8.9%

11.6%

29.7%

40.7%

61.4%

88.4%

62.3%

91.1%

88.4%

70.3%

59.3%

38.6%

11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=2249）

小学生～２０歳未満

（n=169）

２０～５９歳

（n=890）

６０～６４歳

（n=249）

６５～６９歳

（n=214）

７０～７４歳

（n=233）

７５歳以上

（n=457）

電話予約 インターネット予約

29.7%

36.4%

19.0%

27.7%

18.0%

39.8%

38.8%

40.1%

38.3%

40.1%

41.7%

44.4%

38.6%

37.5%

30.2%

25.3%

40.9%

30.6%

37.6%

21.6%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3526）

三条町

（n=687）

西山町

（n=369）

東芦屋町

（n=575）

東山町

（n=718）

山芦屋町

（n=435）

山手町

（n=614）

利用する わからない 利用しない

●予約方法（年齢別）

※ デマンド型交通の利用意向において「利用す

る」及び「わからない」と回答した方が対象

増加

傾向

利用する

●デマンド型交通の利用意向 
（外出時の困りごと有無別）

●デマンド型交通の利用意向（住まいの地域別）

29.7%

63.5%

43.8%

13.0%

40.1%

26.8%

45.7%

40.0%

30.2%

9.7%

10.5%

47.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3526）

困ることがよくある

（n=515）

困ることがたまにある

（n=1011）

困ることはない

（n=1861）

利用する わからない 利用しない

利用する

20.2%

23.9%

20.4%

15.7%

32.5%

34.7%

33.6%

29.6%

27.7%

27.2%

28.2%

27.4%

5.7%

6.0%

5.4%

5.9%

9.1%

6.7%

8.5%

12.2%

4.9%

1.4%

3.9%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3494）

利用する

（n=1044）

わからない

（n=1370）

利用しない

（n=985）

100円程度/回 200円程度/回 300円程度/回

400円程度/回 500円程度/回 その他

●運賃（デマンド型交通の利用意向別）
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【資料１】

◎市内の公共交通（デマンド型交通の利用意向） 

・買い物施設の目的地は、JR芦屋駅周辺の施設が 7割以上を占めています。 

・医療施設の目的地は、「市立芦屋病院」が最も多くなっています 

◎市内の公共交通（公共交通に関する意識） 

・公共交通の必要性は、「ないと困る（日常生活のためになくては困るもの＋日常生活

では使わないが、ないと困る場面がある）」が約 76％です。 

・自家用車中心の生活から公共交通中心の生活への転換意向は、「既に公共交通中心の

生活である」の割合が約 31％と最も高く、次いで「将来的にはできると思う」が約

28％、「住まいの地域に今よりも公共交通が充実するとできると思う」が約 18％です。 

・年齢別にみると、「既に公共交通が中心の生活をしている」の割合は、75歳以上で約

41％と最も高くなっています。また、「将来的にはできると思う」の割合は 60～74 歳

にかけて、他の世代と比べて高くなっています 

31.0%

27.6%

29.9%

25.1%

24.4%

30.1%

41.0%

14.5%

19.7%

17.0%

11.4%

16.1%

11.8%

10.7%

28.1%

20.1%

26.0%

40.1%

37.6%

33.9%

22.2%

18.0%

22.1%

19.4%

14.7%

15.1%

16.9%

16.7%

8.3%

10.5%

7.6%

8.7%

6.8%

7.3%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=3468）

小学生～２０歳未満

（n=294）

２０～５９歳

（n=1390）

６０～６４歳

（n=334）

６５～６９歳

（n=311）

７０～７４歳

（n=372）

７５歳以上

（n=702）

既に公共交通中心の生活をしている

たまにならできると思う

将来的にはできると思う

住まいの地域に今よりも公共交通が充実するとできると思う

現状の公共交通の状況だとできない・変わらないと思う

●自家用車中心の生活から 
公共交通中心の生活への転換意向（年齢別）

●公共交通（路線バスやデマンド型交通等） 
の必要性 （住まいの地域別）  

39.3%

37.3%

34.7%

35.3%

35.3%

40.5%

52.1%

36.7%

41.1%

38.7%

34.3%

36.6%

39.2%

32.9%

19.5%

17.9%

22.6%

24.1%

24.0%

14.4%

12.2%

4.6%

3.6%

3.9%

6.3%

4.1%

5.9%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3553）

三条町

（n=686）

西山町

（n=380）

東芦屋町

（n=586）

東山町

（n=725）

山芦屋町

（n=439）

山手町

（n=605）

日常生活のためになくては困るもの

日常生活では使わないが、ないと困る場面がある

必要性を感じないもの

その他

：JR芦屋駅周辺の施設
：市内の施設

：市外の施設

：不明（施設名称・所在地が
特定できないもの）

●デマンド型交通利用時における希望する行き先（※複数回答）

順位 施設名称 回答数

1 コープデイズ芦屋（ラポルテ東館内） 161

2 いかり芦屋店（岩園町） 43

3 大丸芦屋店（モンテメール内） 21

4 スーパーマルハチ南芦屋浜店（海洋町） 20

5 モンテメール（船戸町） 16

5 ラポルテ（船戸町） 16

7 ビッグビーンズ芦屋店（大原町） 8

8 セルバ甲南山手（神戸市東灘区） 7

9 コーナン南芦屋浜店（海洋町） 3

9 パル・ヤマト 芦屋店（川西町） 3

- その他〔回答数N=2以下の施設〕 18

- コープ（店舗名不明） 30

- スーパー（施設名称不明） 9

- 万代（店舗名称不明） 3

総回答数 358

回答者数 303

順位 施設名称 回答数

1 市立芦屋病院（朝日ケ丘町） 70

2 宮崎内科クリニック（春日町） 3

3 よねくらクリニック（船戸町） 2

3 芦屋たいらクリニック（川西町） 2

3 吉田内科クリニック（業平町） 2

3 南芦屋浜病院（陽光町） 2

- その他〔回答数N=1の施設〕 17

- クリニック（施設名称不明） 79

- 病院（施設名称不明） 11

- 医院（施設名称不明） 4

総回答数 192

回答者数 187

・買い物施設の目的地 ・医療施設の目的地

※ デマンド型交通の利用意向において「利用する」と回答した方が対象
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【資料１】

２ 意見交換会 

趣  旨：運行計画を具体化するため、本事業の趣旨・アンケート結果概要・実証運行概

要案を説明し、意見交換を行うもの 

日  時：① 令和 6年（2024 年）8月 2日（金）午後 ７時から午後 ８時 30 分まで 

② 令和 6年（2024 年）8月 3日（土）午前 10 時から午前 11時 30 分まで 

場  所：①・② 芦屋市市民センター301 室（オンライン参加可） 

対  象：山手地域（山手町・山芦屋町・東山町・東芦屋町・西山町・三条町）在住の方 

参加状況：① 会場 11 名・オンライン 4名 

② 会場 18名・オンライン 3名 

説明資料：別紙【参考資料】参照 

主な意見： 

① デマンド型交通の導入について 

・他市では既存公共交通の採算悪化からデマンドに切り替える事例はあるが、こ

の地区では、わざわざ新たに費用負担して事業を実施するのか。 

・母が 80 歳で免許返納後、コープなどの宅配を利用していたが、増々家から出な

くなり、認知症が進んだ。高齢者が自分のことを極力自分でできる環境を作っ

てほしい。 

・このようなシステムが絶対にないよりはよいので、皆さんの意見を集めて工夫

して進めてほしい。 

・もっと早く実現すればよかったが、ここまで進めてこられてよいと思う。 

・空白地に住んでいるので 50 年以上阪急バスは使っていない。地域住民のため、

ぜひこの事業を前に進めてほしい。 

② 交通空白地の考え方について 

・バス停から 300m 円の中は圏域内といっても坂道もあり実態は違う。この図では

誤解が生じる。 

③ 運行事業者について 

・タクシーは捕まらない。タクシーの乗務員不足の状況下で事業は実現するのか。 

④ 運賃・収支について 

・この運賃で黒字になるのか。市の補填はあるのか。それによる増税はあるのか。 

・市の経費を使うのか。  

・住民の協力や知恵を取り入れながら、なるべく公費を抑える努力をしてほしい。 

・デマンド型交通と高齢者に限定したタクシー補助などの費用負担を比較すべき。 

・バスが利用できない地域なので高齢者バス運賃助成を活用できない不公平感が

ある。高齢者の運賃助成はあるのか。 

⑤ 運行区域について 

・居住地が運行区域外で残念。空白地を平等に扱ってほしい。坂がきつく、高齢化

も進み、空き家が増えている。阪急バスの入れない狭い道などの地域の中に入

ってくるような交通システムを考えてほしい。 

・今回、運行するエリア外にもアンケートや説明会を実施したのはなぜか。説明

8



【資料１】

会の案内時に運行区域を提示してほしかった。 

・他エリアへの展開に期間がかかりすぎると、生きているうちに乗れない。 

⑥ 運行経路・乗降場について 

・この坂道では買い物の荷物を持って帰られない。もっとくまなく走らせ、自宅

の直近の場所（ルート上で一時停止）で止まってほしい。 

・30～40 分かけて一周するのはいかがなものか。駅に短いルートで走ってほしい。 

・主要駅からエリア内へのルートが遠回り。  

⑦ 運行時間について 

・対話集会で市長が「とにかく乗ってください」と言っていたが、9～16 時では乗

れない、せめて 20時までにしてほしい。 

・通勤、仕事終わりに使える時間まで運行してほしい。  

・山手中学の保護者や、体調の悪い児童なども利用できればよい。  

⑧ 予約方法について 

・予約の方法について（電話専用回線の有無、インターネット予約を希望） 

⑨ 自動運転などについて 

・乗務員不足の懸念から、自動運転を検討すべきでは。その検討はしているのか。 

・人を乗せるドローンの活用、タイにあるような小型の三輪車の活用を検討して

ほしい。 

⑩ アンケート・住民意向について 

・アンケートの意図が、抽象的でよくわからなかった。 

・アンケートは、全体把握のため浅く聞いているが、高齢者や小さなお子さんの

いる方など交通弱者の方からより詳しく意見を聞いてほしい。 

⑪ その他の施策について 

・山手における道路整備事情がよくない。 

・買い物や通院のためであるなら、その買い物、病院や介護サービスなど、市全体

として取り組む必要があるのではないか。  

9



【資料２】

実証運行概要（素案） 

運行形態・運行車両は、需要が多くはないことが想定されるため、効率的で持続可能な公

共交通の確保に向け、『デマンド型交通』で運行事業者の所有車両を活用した運行とします。 

ルートは、山手地域（三条町、山芦屋町）の交通空白地等と阪急芦屋川駅や JR芦屋駅を

結ぶルートを想定し、既存の路線バスと並行する区間は、競合することなく、持続可能な公

共交通の実現を考慮し、乗降利用はできないものとします。乗降場は図に示す場所に設ける

予定です。 

運行時間帯の設定は、買い物や通院等の自由目的による移動を考慮し、平日の概ね 9時台

から 16 時台とすることで、想定する運行事業者、タクシーの繁忙時間帯を避けた時間帯に

なり、事業者の参画の可能性も高めます。運行間隔は、運行経路往復所要時間から概ね１便

/時とすることで、近隣のバス運行状況との均衡を保ちます。 

予約方法は、高齢になるほど電話による予約を希望すること、実証運行段階におけるシス

テム構築に要する期間と費用の軽減を考慮し、電話予約及び運行事業者の既存方法の活用

を想定します。 

・運 行 区 域：山芦屋・西山町・三条町内に設ける乗降場（ミーティングスポット）から 

阪急芦屋川駅・JR芦屋駅までの往復 

・運 行 期 間：令和 7年 3月から令和 8年 2月までの 1年間を予定 

・運行事業者：道路運送法第 21 条第 2項の規定による事業として運行する事業者を公募 

・運 行 時 間：平日 9時台から 16時台までの 1時間 1本 

※乗客定員以上の予約があった場合等には、増車対応を予定 

・利 用 料 金：路線バス料金と同程度  

※バス市内線（2024 年 10 月改定）大人 240 円、小児（小学生以下）120 円、 

身体・知的・精神障がい者、児童福祉法適用者は 5割引 

・対  象  者：定め無し 

・利 用 方 法：電話による事前予約 

（1週間前から運行日 2時間前までの 9時から 17時を基本） 

・運 行 車 両：中型タクシー（乗客４名定員）を基本とする事業用自動車（緑ナンバー）を

想定（運行事業者が所有する車両の活用） 
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・運行経路・乗降場案
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